
聖
問
教
学

に
お
け
る
無
生
而

生

の
論
理

(
服

部
)

聖
問
教
学
に
お
け
る
無
生
而
生

の
論
理

服

部

淳

一

ハ

テ

ノ

ヲ

モ

ル

聖
問

は

『
釈
浄
土
二
蔵
義
』

に

お

い

て

「
無

生
之
人
以
二
無
生
解

一而
得
二往

ヲ

レ

チ

ナ
リ

ハ

テ

ノ

ヲ

モ

ル

ヲ

レ

チ

生

一此
即
無
生
而
生
之
義

見

生

之

人
以
二
見
生

心
一而
得
二
往
生

一此
即

生
即
無

ナ
リ

生
之
義
」
と
し
て
無

生
而
生
、
生
即
無

生
の
義
を
あ
ら

わ
し
て
い
る
。

こ
の
無

生

は
曇
鷺
が

『
往
生
論
註
』
に
展
開

し
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

テ

ノ

ノ

ニ

リ

無
生
而
生

に
つ
い
て
聖
間
は

『
教
相
十

八
通
』
に

「於
二
浄
土
門
行
人
中

一有
下

ス
ル

ト

観
二
達

生
即
無
生

一之
者
上
」

と
あ

る

「
観
達
す

る
者
」

が

「
無

生
の
人
」
に
相

当
さ

せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
見

生
の
心
に

よ

る

凡
夫

で

は
な

く
、
上

根
、

聖
者

の
分
類
に
入
る
者
と
見

る
こ
と
が
出
来

る
。
無

生
の
解

と
は
凡
夫

の

分
別
智
に
よ

つ
て
は
観
達
し
え
な
い
、
聖
問

の
示
す
発
 

入
源
門
、

入

一
法
句

の
世
界
を
解
と

い
う
形

で
あ
ら

わ
し
て
い
る
も

の
で
あ

り
、
曇
鷺

の
三
種

二
十

九
句

の
観
法
に
よ
る
無

生
で
あ

る
と
考

え
ら

れ
る
。
聖

周
は
浄

土
の
教

え
を
実

義
と
教

相
に
分
け
て
い
る
が
、
『
釈
浄

土

二
蔵

義
』

に

「
実
義
者
第

一
義
諦
妙

ナ
リ

ト
ハ

チ

レ

ハ

チ

レ

ナ
リ

ハ

ト

チ

レ

ナ
リ

境
界
相

第

一
義
諦

即
是
実
相
妙
境
界
相
即
是
法
身

言
二法
身
一者
即
是
平
等

ハ

ト

レ

ナ
リ

ト

チ

レ

ナ
リ

ニ
メ

ナ
ル
ハ

チ

レ

言
二平
等
一者
是
無
差
別

無
差
別
者
即
是
無
相

無
相

而
相

即
是
自
然
虚
無

之
身
無
極
之
体
」
と
あ
り
、
教
え
の
基
に
な
る
も
の
が
平
等
法
身
で
あ
り
、
無

相
而
相
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
理
に
よ
る
実
義
を
聖
問
は

『釈
浄
土
ニ

ノ

ハ

タ

ス

ニ

ハ

テ

ニ

リ

リ

蔵
義
』

に

「
教
門

一
往

日
亦
非
レ
無
二
差
別

一所
レ
謂
於
二
彼
土

一有

三
二
輩

一
有
二
九

リ

リ

リ

リ

ハ

ユ

チ

シ

ク
ノ

品

一有

-一五
乗

一有

二
三

賢

蝋有

二
十

地

一有

二
等

覚

一依

二
実

義

一則

無

二
如

レ
是

諸

位

二

と
し
、
無
輩

品
な
ど

の
形
で
あ
ら

わ
し
て

い
る
。

こ
の
無
生
而
生
に
対
し

て
曇
鷺

は
見
生
無
生
を
説

い

て

い
る

わ

け

で
あ

る

シ
テ

ノ

が
、

聖
問
は
生
即
無
生
、

あ

る

い
は

『
釈

浄

土

二

蔵

義
』
に

「
不
レ
改
二
往
生

ヲ

チ

ナ
リ

見

一当
体
即
無
生
」
と
あ
る

の
が
見
生
無
生

で
あ
る
。
無
生
而
生

に
お

い
て
は
無

生

の
解
は
よ
る

と
あ

つ
た

の
に
対

し
、
見

生
無
生

で
は
見
生

の
心
と
し
、
解

と

心
と
し

て
い
る
。

見
生

の
心
と
は
曇
鷺

の
見

生
の
願

心
、
但
だ
仏
名
を
称

す
る

力
を
以

つ
て
往

生
の
心
を
作

し
て
、
彼

の
土
に
生

ぜ
ん
と
願
ず

る
心
で
あ

る
こ

ノ

と
は
言
う
ま

で
も
な

い
。

こ
の
願
心
も
聖
問

は

『
二
蔵
義
見
聞
』

に

「
見
生
願

ニ

ス

ヲ

レ

ノ

ノ

心
直
証
二
無
生

一是
亦
即
相
不
思
議
願
力
無

生
浄

土
徳
也
」

と
あ

る
よ
う
に
、
無

生
浄
土

に
お
け

る
仏

の
本
願
力

の
裏
付
け
に
よ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て

い
る
。

ト

ハ

ノ

ナ

リ

ハ

ト

又
、
『教
相
十
八
通
』
に

「往
生
浄
土
者
往
生
即
是
無
生
異
称

言
二浄
土
一者

ナ
リ

チ

ヌ

ニ

第

一
義
諦
妙
境
界
相
次
於
無
為
泥
渣
之
道

則
知
実
相
名
号
往
生
浄
土
言
異
意

同

欺
」
、あ
る
い
は

「無
生
者
即
是
浬
繋
也
浬
繋
者
即
是
不
生
不
滅
也
」
と
い

い
、
往
生
と
無
生
と
浬
繋
と
は
同

一
の
も
の
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
無
生

ハ

キ

と
往

生
の
関
係

に

つ
い
て
は

『
釈
浄
土
二
蔵
義
』
に

「
如
来
説

二
不

思

議

智

乃

ト

ハ

シ

ト

ハ

シ

ト

至
最

上
勝
智

-論

主
判

二第

一
義
諦
妙
境
果
相

一玄
忠

釈
二
相
好
荘
厳

即
是

法

身

一

ハ

タ

マ

ヘ
リ

ト

シ

セ

ハ

ヲ

ハ

ニ

シ

光

明
述

二

浄

土
無
生
亦
無
別
究
寛
解

脱

金
剛

身

一若

解
二
此
意

一或
現

世
証
二
無

ヲ

ハ

ニ

ソ

ヲ

ニ

ヤ

ノ

ヲ
ヤ

タ

レ

ヲ

ノ

ナ
リ

タ

テ

生
一或
即
身
得
二往
生
一何
況
順
次
得
脱

乎
但
是
猶
無
生
而
生
修
行

未
二曾
見
生

ノ

ナ
ラ

無
生
実
義
こ

と
し
、
無
生
を
解
す
こ
と
が
出
来
れ
ば
現
世
往
生
、
即
身
往
生

の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
現
世
往
生
は

ハ

ノ

ニ

『
二
蔵
義
見
聞
』
に

「或
現
世
証
無
生
者
草
提
夫
人
五
百
侍
女
井
龍
樹
天
親

一

家
高
祖
等
也
」
と
そ
の
例
を
阜
提
希
夫
人
と
浄
土
列
祖
に
求
め
、
即
身
往
生
は

ト

ノ

ノ

「或
即
身
得
往
生
者
西
天
阿
私
移
王
子
中
天
乾
利
波
羅
門
等

一
百
九
十
五
人
也

ハ

ニ

タ

リ

此
即
身
往
生
五
天
往
生
験
記
見
」
と
し
て
い
る
。
阜
提
希
夫
人
の
現
世
往
生
に

ハ

テ

ノ

ニ

ニ

タ

マ

ヘ
リ

つ
い
て
は

『
教
相
十
八
通
』
に

「
在
世
阜

提

希

夫

人
因
二
事
相
観
心

一直
得
二
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ヲ

無

生
忍

こ

と
あ
り
、

こ
の
無

生
忍
は
善
導

の

『
観
経
疏
』

に
説

く

華
座
観

の

初

め
に
於

い
て
、
無
量
寿
仏
を

見
奉

る
時
、
無
生

の
益

を
得
た
こ
と
に
よ

つ
て
、

現
世
往

生
が
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
聖
間
が
現
世
往

生
を
述

べ
た

こ
と
は

ノ

ニ

ヲ

『
教
相
十
八
通
』
に

「
垢
凡

女
質
相

応

セ
ル
事
観
修
行

ス
レ
ト

モ
仏
力
冥
加

シ

ス
ト

 

ヲ

モ

ノ

ァ
ヤ
ッ
リ

テ
得
二
深
位
無
生
一最
即
相
不
退
教
門

理
事
縦
横
操

也
」
と
し
、
即
相
不
退

に

よ
る
無
生

へ
の
教
門

を
あ
ら

わ
し
た
も

の

で
あ

り
、

『
教
相
十

八
通
』

に

「
聖

ノ

ハ

ノ

ナ
ル
カ

ニ

ノ

ノ

ハ

ノ

ナ
ル
カ

ニ

ノ

道
頓
頓
悟
頓

故
直
成
頓
也

浄
土
頓
頓
生
頓

故
隔
時
頓
也
」
と
浄
土
の
頓

は
往
生
の
時
に
お
い
て
隔
時
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
例
と
し
て
章
提
希

夫
人
の
得
無
生
忍
を
あ
げ
、
隔
時
と
い
う
非
難
に
対
し
て
い
る
が
聖
問
に
お
い

て
は
宗
義
の
前
提
と
し
て
彼
土
の
生
、
順
次
往
生
が
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ソ
バ

カ

ノ

ニ

シ

バ

し
か
も

『
浄

土
述
聞
追

加

口
決

砂
』

に

「
如
二
吾
此
宗

一機
有

二
上
下

一若
於

二上

ニ

ニ

ノ

ニ

シ

ノ

ニ

ノ

ヲ

機

一現
契

二
此
理

一若
於
二
下

機

一錐

レ
不
二
解
会

一
但

以
二
見

生
心

一直
得
二
無

生
悟

一

ノ

ヲ

ノ

ス

能

生
凡
夫
錐
レ
不
レ
知
レ
之
事
理
法
体
自
レ
本
融
通
」
と
あ
り
、
無

生
而

生
の
理

を

現

世
に
お
い
て
悟

る
機
根
を

上
機
、

見
生
無

生
に
よ
る
も

の
を
下
機

と
し
、

下

機

を
凡
夫
と
し
て
い
る
。

こ
こ
に

「
直
ち
に
」

と
あ
る
が
、

こ
れ
は

『
教

相
十

ノ

モ

テ

ノ

ニ

シ

ヲ

八
通
』

に

「
浄
土
頓
教
由
二
一
形
十

念
功

一即
証
二
無
生

こ

と
あ
る

「
一
形

十
念

の
功

に
よ

つ
て
直
ち

に
」

と
理
解
す

る

こ
と
が
出
来
よ
う
。

ト

ノ

こ
の
無

生
に

つ
い
て
曇
鷺

は

『
論

註
』
に
お
い
て

「
第

一
義
諦

者
仏
因

縁
法

ニ

ト
ハ

レ

ノ

ナ
リ

ノ

ニ

ノ

ヲ

シ
テ

ト

ノ

テ

ノ

也
此
諦

是
境
義

是
故
荘
厳
等
十
六
句
称

為
二妙
境
界
相
一此
義
至
二入
一
法
句

ニ

ニ

ニ

ス

ス

ノ

ハ

レ

ノ

ノ

ナ
リ

文

一当
二
更
解
釈

】
(
中
略
)

明
下
彼
浄

土
是
阿
弥
陀

如

来

清
浄

本

願

無

生
生

ス
ト
イ
フ
ロ
ト
ヲ

ニ
ハ

ノ

ノ

カ

ヲ

レ

ニ
シ
テ

ナ
リ

非
占

如
二
三
有
虚
妄

生
一
也
何
以
言
レ
之
夫
法
性
清
浄

畢

寛
無
生
」
と
し
、

ハ

ト

ハ

ナ
リ
ト

ニ

レ

ノ

ナ
ル

シ

ノ

シ
テ

ニ

更

に

「
問

日
上
言
レ
知
二
生
無

生

一
当

二
是
上
品
生
者

一若
下
下
品
人
乗
二
十
念

一往

ス
ル

ニ

ヤ

ル
ニ

ノ

ヲ

ラ

バ

ノ

ヲ

セ
ン

ニ

ニ
バ

ク
ハ

ヲ

ニ
バ
ク
ハ

生

宣
非
レ
取
二
実
生

一耶
但
取

二実

生

一即
堕

三

一執

二

恐

不
レ
得
一一往

生

一二

恐

ニ

ス
ト
モ

モ
ソ

ヲ

ハ

シ

ヲ

ケ
ハ

ヲ

エ

ナ
ル
カ

ノ

ノ

更
生

生
レ惑

答
磐

如
下
浄
摩
尼
珠
置

二
之
濁
水

一
水

即

清

浄
上

(
中
略
)
彼

下
品

ト

ラ

ヲ

タ

ス
ル

ヲ

ヲ

テ

ノ

ヲ

ス
レ
ハ

セ
ン
ト

ノ

ニ

人
錐
レ
不
レ
知
二
法
性
無
生

一但

以
下
称

二
仏

名
一力
上
作
二
往

生
意

一願

レ
生
二
彼
土

一

ノ

ハ

レ

ナ
レ
ハ

ノ

ニ

ス

彼

土
是
無

生
界

見
生
之
火
自
然
而
滅
」
と
し
、
彼

土
に
お
い
て
本
願
力

に
よ

る
無
生
を
あ
ら

わ
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

聖
問

も
こ
の
説

に
よ

つ
た
こ
と

シ

ノ

ニ
ハ

モ

キ

は
明
ら
か
で
あ
る
。
又
、
『
教
相
十
八
通
』
に

「若
単
直
愚
擬
人

疑
惑
亦
無
也

タ

ニ
ハ

シ

ヘ
ト

ニ
ハ

ル

ト

リ

ヲ

ノ

ト

只
心

存

二助
給

一
口

唱
二
南
無
阿
弥
陀
仏

一之
計
也
是
云
一一単
直
仰

信
正
機

こ

と

ノ

ト

ノ

ヲ
モ

ラ

ノ

ヲ
モ

タ

あ
り
、

「単
信
大
信
者
不
レ
識
二
本
願
真
実

一不
レ
知
二
名
号

大
利

一不
レ
分
二
安

心
起

ヲ
モ

行

こ

と
あ
る
単
信

の
大
信

の
人

こ
そ
浄
土
宗
第

一
の
機
で
あ
る
と

い

つ
て

い

る

の
で
あ
る
か
ら
、
下
品

の
機

こ
そ
見
生
無
生

で
あ
り
、

聖
問

の
説

か
ん
と
し

た
当
…機
で
あ

つ
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な

い
。

聖
問
が
無
生
而

生
と
見

生
無

生
の
論
理
を
曇
鷺

の
説
に
基
づ

い
て
展

開
し
た

レ

シ
テ

メ

ノ

ノ

ヲ

ニ

シ

の
は
、
『
釈
浄

土
二
蔵
義
』

に

「
夫
不
レ
改
二
凡
夫
実
我

実

法
往

生
見
一直

契
二当

ノ

ニ

シ
テ

テ

ノ

ノ

ヲ

カ
ニ

ス

ノ

ニ

ニ

タ
へ

無
生
本
分
智

一不
レ
捨
二
衆
生
虚
妄
虚
偽
乱
想
念

一速

帰
二
入
浬
契

常
楽
理

一偏

酬
ニ

ノ

ニ

タ

ル

ノ

ニ

レ

チ

ノ

法
蔵
因
願

一亦
依
二
弥
陀
果
徳

一斯
乃

四
智
所
成
深
理
也
」
と
あ
る
見

生

無

生

に

お

い
て
、

そ
の
深
理

で
あ

る
無

生
浬
繋

の
理
を

無
生
而
生

に

よ

つ
て

あ

ら

わ

テ

ノ

ヲ

ヲ

ヲ

ク

し
、

同
じ
く

『
釈
浄
土

二
蔵
義
』

に

「如
来
開
二
名
号
所
且
ハ五
智

一説
レ
此
名
二
仏

ト

ス
ト
シ
テ

ノ

ヲ

シ

ト

ハ

シ
テ

ヲ

ヒ

ト

ハ

ヲ

智

一論
主
釈
二

願
往

生
信

一号

二
如
実

修
行

一
玄

忠
判
レ
之

云
一一実

相

身

一
光

明
挙

ヲ

ト

ハ

シ
テ

ノ

ヲ

ス

ノ

ト

レ

チ

ノ

ノ

レ
之

云
二
仏
密
意
一高
祖

上
人
講

二
此
義

一
立
二他
力
実
体

一此
則
弘
願

本
拠

浄

土
秘

ナ
リ

横
」
と
浄
土
列
祖

の
仏
智

の
取

扱

い
を
阿
弥
陀
仏

の
本
願
力

の
本
源
的
な
力
用

と
し
て
い
る
仏
意
不
思
議

の
教

門
、
理

事
縦
横

と
し
て
相
承

し
て
き
て

い
る

こ

と
を
あ
ら
わ
し
て

い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

ノ

ノ

聖
問

の
い
う
と

こ
ろ
の
本
願

的

力

用

は
、
『
二
蔵
義
見
聞
』

に

「
今
此
即
相

ハ

ノ

ニ
ハ

ナ
レ
ド
モ

ハ

教

門
仏
意
之
前

一
相
無

相
之

理
性

機
情
之
面
実

生
見

生
之
事
相
也
」

と
い

つ
て
い
る

一
相
無
相
の
理
性
、

即
ち
曇
鷺

の
い
う
入

一
法

句
、
第

一
義
諦
、

平

等
法
身

の
無
生
而
生
で
あ
り
、

対
凡
夫
と
し
て
は
見
生
無

生
と
い
う
形

で
あ
ら

わ
し
て
い
る
も

の
と

い
う

こ
と
が
出
来
る
。

(
註
は
略
す
)

(
大
正
大
学
総
合
仏
教
研
究
所
研
究

員
)

聖
間
教
学

に
お
け

る
無
生
而
生

の
論
理

(
服

部
)
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